
第５学年 家庭科学習指導案 

１ 単元（教材）名  生活を支えるお金と物 

２ 研究との関わり 

 ①社会科「わたしたちの生活と食料生産」でスーパーマーケットのちらしを活用し、農産物の産地について学

習したことを、買い物の情報集めに関連させる。（教科等横断的） 

 ②目的にあった物の選び方や買い方を、これからの身近な買い物の場面につなげていく。（生活の場面） 

３ 本時の学習指導（6時間扱い 本時４/6） 

（１）目標 身近な物の選び方、買い方が分かり、購入するために必要な情報の収集･整理の仕方を理解すると

ともに、適切にする。                           【知識及び技能】 

（２）展開 

学習活動 学習内容 
○指導上の留意点  ※評価 

☆教科横断  ★生活の場面 

１ 前時までの学習

を振り返り、買い物

の手順を考える。 

・計画メモの作成 

・情報を集める手段 

・品物を選ぶときの観点 

 

 

 

 

 

 

２ 本時の学習課題

をつかみ、学習の見

通しをもつ。 

 

３ 筆箱の選び方を

例に、どのような観

点で情報を集めた

らよいかを確認す

る。 

 

 

４ 情報を比較し、自

分はどの筆箱を選

ぶかを考える。 

 

   

５ 友達と意見交換

をする。 

 

 

 

６ 本時のまとめを

する 

 

 

７ 本時の振り返り

をする。 

○買い物の手順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○筆箱の選び方 

・値段 

・使いやすさ 

・形と丈夫さ 

・表示やマーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○買い物名人 3か条 

・買うときに、本当に必要か考える。 

・品質や値段をよく見て買う。 

・長く大切に使う。 

  

 

○購入前には、必要性と予算を踏まえた計画メモを

必ず作ることを指導する。 

★「健康・快適・安全」や「環境への配慮」などの

視点から品物選びで大切にすべき観点を考えるよ

うにする。 

○情報を集めるための手段や品物を選ぶときの観点

を考えてワークシートに記入し、意見を出し合う。 

☆スーパーマーケットのチラシをもとに、農産物の

産地の情報を集めたことを思い出すようにする。 

※身近な物の選び方、買い方について理解している。 

 （知識・技能）（発表･ワークシート） 

 

 

 

 

 

○導入で考えた観点から、筆箱選びに適している観

点を抽出して示すようにする。 

○実物の筆箱数点と、その商品の広告や資料を用意

する。 

☆社会科の時間に学習した品質や安全性などを示す

マークや表示についても確認する。 

 

○商品及び観点別に情報が整理され、比較検討がし

やすくなっているか評価する。 

※購入するために必要な情報の収集・整理の仕方を

理解しているとともに、適切にできる。 

（知識・技能）（発表･ワークシート） 

○グループになり、どの筆箱を選び、その選ぶポイ

ントとなった点について選んだ理由を話し合うよ

うにする。 

○自分の意見と比べながら、友達の意見を聞くよう

に助言する。 

○上手な買い物の仕方について話し合ったことの中

から、大切なことを「買い物名人 3 か条」にまと

める。 

 

★今日の学習を振り返り、これからの生活に生かし

たいことをまとめさせる。 

 

買い物の仕方を工夫して、買い物名人になろう 

家の人は、買い物をすると
き、どんなことを考えてい
るかな。 

チラシを使って、食品の産
地を調べたよ。 

筆箱にもマークが付いて
いるかな。 

これからは、一人でも計
画的に買い物ができそう
だね。 



４ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○課  買い物の仕方を工夫して、買い物名人になろう まとめ 買い物名人３か条 

第 1 条 買うときに、本当に必要か考える。 

第 2 条 品質や値段をよく見て買う。 

第 3 条 長く大切に使う。 

 
①計画を立てる。→ 

②品物を選ぶ。 → 

③買う・支払う。 

④使う。 

⑤振り返る。 

・計画メモの作成 

・情報を集める手段 

・品物を選ぶときの観点 

買い物の手順 

振り返り  

 Ａの筆箱 Ｂの筆箱 Ｃの筆箱 

ポイント１    

ポイント２    

ポイント３    

 


